
共助型未来都市「デジタルグリーンシティ」

～官民連携のまちづくりのカタチ～

スマートシティ官民連携プラットフォームオンラインセミナー
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前橋市 未来創造部 未来政策課 高橋良祐
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Where good things grow.
その芽は、まだ小さい。
風に吹かれ、雨を待ち、太陽の熱さにその身をあずける。
そしていつか、枝をつけ、葉を繁らせ、
強く太い幹となる日を夢見ている。
人は芽だ。この地は芽だ。そしてつながりは芽だ。
いまは幼い芽だけれど、未来の大樹を隠し持つ芽だ。

Where good things grow.
この地ではじまる、芽ぐみ。
ここから、よきものが伸びてゆく。
いくつもの芽が育ち、やがては大きな森をつくっていくだろう。

Where good things grow.
わたしたちは、この地の芽吹きのために、
未来に希望の森を見るために、
厳しくも優しい風になろう。
慈しみの雨になろう。
そして、なによりも熱い太陽になろう。

Where good things grow.
きっと、芽吹く。
前橋の大地の下にはたくさんの種が、そのときを待っている。
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2まちづくりのビジョン めぶく。

2

はじまりは、ビジョン策定
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前橋ビジョンは、民主導で動き出した



4第七次前橋市総合計画 基本構想（2018年3月）

行政も思いを共有し、総合計画のビジョンに掲げた



2016 | 太陽の会発足

2019 | 前橋デザインコミッション設立

2019 | アーバンデザイン作成

2022 | 夏のDigi田甲子園
アイデア部門 優勝 めぶくEYE

2022 | デジタル田園都市国家構想推進交付金
TYPE-3 ＆ TYPE-2（群馬県申請）採択

2020 | 先進的まちづくり大賞国土交通大臣賞受賞

●民間主導による
まちづくりの
ビジョン制定

●白井屋ホテル開業

●太陽の鐘設置

●前橋イベント開催

●前橋まちなかまちづくりファンド設立

実装部門 準優勝 マイタク

官民連携のまちづくりの歩み ⇒ 共創のまちづくり

2023 | デジ田交付金
TYPE-Ｘ，3，1採択

2022 | 
官民連携会社
めぶくグラウンド㈱
設立
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ふたつの共創のまちづくり

アーバンデザイン等
【リアルの共創】

ICTまちづくり
【デジタルの共創】＆

10年にわたる共創のまちづくりがめぶいてきた
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前橋市アーバンデザイン（将来ビジョン）民間の力（実働組織の躍動）

馬場川再整備（SIBの導入） 広瀬川河畔緑地整備（水辺利活用） リノベーションまちづくり（マチスタント）
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アーバンデザイン等【リアルの共創】



8【R5.6現在 24企業】



会員絶賛募集中です！

2023.7.31現在

2019年11月設立

<推進体制>
➢役員：理事8、監事2
➢常勤：事務局長兼企画局長１、事務局１
➢兼業ｽﾀｯﾌ：４⇒広報宣伝ﾌﾟﾛ
➢ 研修・人材育成ﾌﾟﾛ

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ等

主な活動

※

➢アーバンデザインの啓発・ブラッシュアップ

➢都再法人としてモデルプロジェクトの推進

➢まちづくりプレーヤーの支援・発掘・育成

➢エリアマネジメント支援

※都市再生推進法人（2020年4月指定）

前橋デザインコミッション（ＭＤＣ）

正会員 賛助会員 （計）

法人会員 72 14 86

個人会員 19 62 81

（総計） 167
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前橋市アーバンデザイン

ビジョンプラン編

1
0

2019年9月策定
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しののめ信用金庫＆ＭＩＮＴＯ機構
（R3.3ファンド設立）
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民間資金を活用した『新たな仕組みづくり』



馬場川地元会

馬場川通りプロジェクト事務局（MDCがプロマネ、資金管理、契約行為）

土木設計会社 基本計画ﾁｰﾑ 建設会社

公共空間整備・民間建物改修・エリマネ体制構築

馬場川地元会 前橋市
日常管理 公共的管理・修繕

竣工後寄付

前橋市MDC

都市利便増進協定

MDC、前橋市等

民間寄付

太陽の会

市長認定

都市利便増進協定を活用したスキーム
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めぶくID＆データ連携基盤

R4年度 まえばし暮らしテック推進事業（デジ田交付金TYPE3)

育児や検診記録
の連携、子育て
のチャット相談

アレルギー情報を
給食献立変更等に
連携

興味・志向に
合った学びを受
けられる

グッドグロウまえばし

利用者の興味や
関心に合わせた
情報を提供

メブクラスまえばし my Allergy alert

学び・子育て

OYACOplus

寄り道街歩きや、
植物や昆虫を調
査しながら自然
を学ぶ

Wonder Watch

U-GREEN walk

ポータル

バーチャル前橋
をドライブし、
運転評価を行う

デジタルツイン

安全スコアリング

家電情報による
くらし見守りサ
ポート

家電情報によるくらし

見守りサポート

リモートで人と
人がつながる、
顔の見える相談
窓口

ツナグすぽっと

高齢者支援

共助ポイントを
通じた、文化・
地域活動活性化

めぶくアプリ

（BOOKFES）

サポートを必要する
「ありが隊」と
サポートしたい人
「助け隊」を
マッチング

めぶくアプリ

(助け合い掲示板)

共
助

めぶくグラウンド（株）が管理・運用
（市民の利益を優先する考え方を徹底）

ダイナミックオプトイン
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ICTまちづくり【デジタルの共創】



本市では、セキュアな統合IDである「まえばしID」を構築。デジタル上での安心安全性を担

保し、自分ごととしてまちづくりに参画できる環境醸成が、コミュニケーション・共助を促していく

という「デジタル市民自治」の実現を目指していく。また、まえばしIDを通して取得したデータに

基づく政策評価や街の資金循環を促し、まちづくりを推進する官民連携会社「めぶくグラウ

ンド」を設立する。

前橋が掲げる一人ひとりのWell-beingを実現するために、人を基軸としたサービスの提供を

目指す。従来の分野に閉じる縦割りの考え方ではなく、人を基軸として分野横断的にサービ

スを検討することで、デジタル田園都市国家構想の重視する複数データの連携による付加

価値の高いサービスの創出を目指す。

本市のデータ連携基盤が最も重視している設計思想が、「自己主権」に基づくデータ管理で

ある。情報を吸い上げるのではなく、利用者が自分の意志でデータを提供する相手方を選

択できて初めて、円滑なデータ提供と利用が可能となる。自己主権で決定されたデータ提供

だからこそ、本人同意に基づくデータ分析・個別最適化されたサービスのレコメンド・提供が可

能となる。

事業概要（２/5） 【まえばし暮らしテック推進事業】

実施体制図

※公表資料として作成すること。

システム構成図

ユーザ

サービス

デジタル

インフラ

まえばしe-市民 自治体 大学 企業 地域団体

まえばし

ID

本人確認・認証 オプトイン（データ使用許諾）

「共助の精神」に基づく暮らしテック推進事業

め
ぶ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
官
民
連
携
推
進
会
社
）

サービス連携

個人設定画面

電子証明書認証

顔認証

MNC認証

まえばし ID

開発ポータル・サービスポータル

同意管理 サービス管理ユーザ管理 API カタログ

データ

マネジメント

トランザクション管理

コンテンツ管理

電子署名同意に基づく認可

認証局

アセット

マネジメント

電子証明書発行

署名検証

デバイス管理 IoT センサー 各種サーバ

ユーザーデータ

サービスデータ ログデータ

外部データ

連携
FIWARE Broker OIDC によるデジタルID連携API ゲートウェイ

電子証明書

有効性確認
可視化ダッシュボード

脆弱性管理

データ暗号化

ログ管理・分析

組織構築

オペレーションセンター

CI / CD

民間サービス基盤他都市のデータ連携基盤行政保有データ

webAPI オープンAPI OIDCによる認証

1

1

2

システム構成上のポイント（前橋の強み）
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運用セキュリティ認証

デジタルグリーンシティ推進委員会

産：民間事業者
各種サービス提供主体

学：教育機関
「知」の基盤

アーキテクト：企画立案・実施推進

＜空間デザイン＞

＜人材育成＞＜まちづくり＞

＜まちづくり＞

＜デジタル＞ ＜新事業創造＞＜地域理解＞

前橋商工会議所を

はじめとする

市内外の団体・事業者

184 団体・事業者

と連携体制を構築

官：行政
地域間連携

デジタル＆ファイナンス

活用による

未来型政策協議会

（30自治体／4団体が所属）
※前橋市が設立発起人を務める

*2022年10月ごろ正式設立に向け関係者調整中

◼ 本事業は、これまで前橋市が積み上げてきた考えやビジョンに即して推進するため

市政への理解や土地勘があり、各分野の専門家であるアーキテクトを配置。アーキ

テクトはまちづくりの企画立案・実行に主体的にコミットしている。2019年10月から

2022年4月末までスマートシティの協議は740回を超えトータル1480時間、アーキテ

クトとの会議は160回を超え、320時間に及んでいる。

◼ さらに、今後持続的に地域の事業を推進し、デジタルグリーンシティを実現するため

に官民連携会社を設立しスピード感とガバナンスを両立して推進していく他、産官

学で役割を決め推進する。特に民間事業者はIDを活用したサービスアイデアを募っ

ており、今年度に限らずサービスを断続的に創出する体制を組む。

官民連携会社（めぶくグラウンド）*

ビジョン実現に向けた基盤等の運営

群馬大学

群馬県立県民健康科学大学

公立大学法人前橋工科大学

群馬医療福祉大学

共愛学園前橋国際大学 他

谷川じゅんじ 氏
JTQ 株式会社 代表

山本龍氏
前橋市 市長

田中仁氏
知的財産戦略本部構想委員会 委員

株式会社ジンズホールディングス 代表取締役CEO

福田尚久氏
日本通信株式会社 代表取締役社長

公立大学法人前橋工科大学 理事長

國領二郎氏
慶應義塾大学 教授

曽我孝之氏
前橋商工会議所会頭

スーパーバイザー：

Well-being指標の分析・評価

南雲岳彦氏
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

一般社団法人スマートシティ・インスティテュート

大森昭生氏
学校法人共愛学園理事／

共愛学園前橋国際大学学長

1.コミュニティ

共助学育

（街じゅうに

いる専門

家と学びた

い人のマッチング）

2.アレルギー情報

の多角連携

による

寄り添う

サービスの創出

8不動産ID

データと

まえばしIDの

連携による

賑わい創出

4.シミュレーション

運転時の生体

データを活用

した危険運転度

合いの測定

6.緑化・生態系

の

可視化に

よる

環境意識

の醸成

3.オールイン

ワン母子手帳

とデジタル

ソーシャル

ワーカーによる

子育てサポート

7.電力データ

活用イエナカ

情報の見える化

による地域

見守り

5.デジタル

ポイント

による

文化・芸術・

地域活性化

9.ぐんま共創

モビリティ

社会の推進

R4デジ田交付金事業計画書 16

デジ田交付金事業TYPE3
補助率2/3
自治体負担（1/3）の80%は
臨時交付金措置
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まちづくりへの求心力



広報まえばし R4.11月号
めぶくグラウンド株式会社（R4.10.6設立）

資本金 3億円
発起人 カネコ種苗㈱ 5,000万円

㈱コシダカホールディングス 5,000万円
㈱ジンズホールディングス 5,000万円
日本通信㈱ 5,000万円
㈱ヤマト 5,000万円
㈱群馬銀行 1,500万円
㈱東和銀行 1,500万円
しののめ信用金庫 1,500万円
前橋市 500万円
※下線は市内本社企業・金融機関

※市は直接経営に関わっていない（出資のみ）
※ただし、市は社内組織「データガバナンス委員会」に参画し、市民の
データ保護等を確認

適切な役割分担で、前橋における
官民共創の代表事例に
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めぶくグラウンドのバリューめぶくグラウンド株式会社

代表取締役 曽我孝之（前橋商工会議所名誉会頭）
取締役 大森昭生（共愛学園前橋国際大学学長）
取締役 國領二郎（慶応義塾大学教授）
取締役 田中 仁（㈱ジンズホールディングスCEO）
取締役 谷川じゅんじ（ＪＴＱ㈱代表）
取締役 福田尚久（日本通信㈱代表取締役）
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既存の取組と連携
シナジーを発揮

めぶくファーム（R5デジ田交付金ＴＹＰＥ３）

だれでも自由にまちづくりに参画できる、自律分散型コミュニティを形成

めぶくファーム

ソーシャル
インパクト
ファイナンス
の創出

ダッシュボード
機能

データを収集・分析し、
まちの課題を可視化する

課題に対し市民や
企業が集い
コミュニティが生まれる

意見交換に基づき
課題解決施策や、
プチ創業が生まれ続ける
る

めぶくID
連携

投票
機能

市民会議

高校生・
大学生会議

スレッド・
投稿機能

マッチング機能

XXの悩みを
解決したい…！

社会への
実装が広がり、
街づくりが活性化

データ連携
基盤

共助ポイントの
付与

新たな資金の
流れが生まれる

リアル×デジタル
で自律分散型
コミュニティ
形成可能 会議イメージ（リアル・オンライン）

みんな（個人・団体・企業等）が参画して議論、

課題解決やビジネス創出につなげるプラットフォーム
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めぶくEYE（R5デジ田交付金ＴＹＰＥ３）
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視覚障がい者の街歩きサポートを通じて、
みんなが助け合える「共助型未来都市」へ

21



官民の連携で もっとおもしろいまち まえばしへ
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R4.10.29,30 マエバシ BOOK FES ････ 本の交換で市民が、まちが元気に


